
研究概要と進捗状況（中間の2024年度時点）
サブテーマ１「生物量の指標化とトレンドの可視化」：データ統合・解析から生物多様性変化の可

視化までのワークフローを確立（下図参照）。
サブテーマ２「保全・管理効果の実証」：各生態系のモニタリングデータの統合。森林生態系で多

様性と生産性の正の関係を実証。全国的な繁殖鳥類の個体数減少を実証。
サブテーマ３「個体数管理目標の実装」：河川性行類の多様性・個体数調査結果にもとづき河川環

境の評価指標と絶滅リスクにもとづく個体数管理目標値について提案。

環境政策等への貢献
・環境省の生物多様性及び生態系サービスの総合評価2028（JBO4）において生物多様性の状態の変

化を評価するための指標を提供する
・河川性魚類の多様性・個体数にもとづいた河川環境評価の指標の提供と管理目標値設定について

のフレームワークを提案する
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